
第
II
部

報
告

第
＿

日
目
（
午
後
の
部）

大
会
第
一

日
目
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の
間
に、
一

時
間
の
昼
食

休
憩
が
挟
ま
れ
た。

ロ
シ
ア
の
大
学
は
既
に
九
月
か
ら
新
学
期
が
始

ま
っ
て
い
る
た
め、

大
学
の
昼
休
み
と
重
な
っ
た。

校
舎
二
階
に
あ

る
カ
フ
ェ
と
自
販
機
が
大
混
雑
で
あ
っ
た
た
め、

多
く
の
参
加
者
は

学
生
食
堂
へ
足
を
運
ん
だ。

注
文
す
る
の
は
一

苦
労
で
あ
っ
た。

ほ

劉

東
波

ぽ
「
指
差
し
注
文」

と
「
電
卓
会
計」

と
な
っ
た
が、

現
地
の
学
生

を
交
え
な
が
ら
学
食
を
食
べ
る
の
は
楽
し
か
っ
た。

大
会
第
一

日
目
の
午
後
は、

二
つ
の
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る。

ニ

本
の
個
人
発
表
か
ら
構
成
さ
れ
た
第
II
部
と、

小
特
集
②
「
芥
川
龍

之
介
の
社
会
認
識」

と
が
組
ま
れ
た。

第
II
部
の
司
会
者
は
漉
海
鷹

氏
（
中
国
・

清
華
大
学）

で
あ
る。

は
じ
め
に、

柴
田
希
氏
（
早
稲
田
大
学
・

非
常
勤）

に
よ
り
「
映

画
の
〈
仮
感〉

ー
芥
川
龍
之
介
「
片
恋」
「
影」

論」

と
題
し
て
個

人
発
表
①
が
行
わ
れ
た。

柴
田
氏
は、

芥
川
が
「
我
鬼
窟
日
録」

で

述
べ
て
い
る
「
写
真
ー
現
実
ー
仮
感
ー
芸
術」

と
い
う
概
念
を
手
が

か
り
に、
「
片
恋」

と
「
影」

の
二
作
品
を
取
り
上
げ、

映
画
の
芸

術
性
に
対
す
る
芥
川
の
態
度
に
迫
ろ
う
と
し
た。

ま
ず
は
「
実
感」

と
「
仮
感」

の
二
つ
の
概
念
に
対
す
る
理
解
か
ら
論
を
展
開
し、

映

画
か
ら
得
ら
れ
る
「
仮
感」

か
ら
「
純
粋
な
る
概
念
的
実
在」

へ
昇

華
す
る
と
「
芸
術
に
至
る」

と
述
べ
た。

次
に
「
片
恋」

に
お
け
る

「
僕」

と
「
お
徳」

の
言
説
か
ら、
「
実
感」

と
「
仮
感」

の
対
立
構

造
を
分
析
し
た。

最
後
に
「
影」

に
お
け
る
「〈
映
画
的〉

要
素」

を
検
討
し、

作
品
か
ら
「
映
画
に
関
す
る
理
知
的
な
批
判」

を
読
み

取
り、

両
作
品
は
「
文
化
史
的
な
意
義」

を
持
つ
テ
ク
ス
ト
だ
と
い

う
評
価
を
与
え
た。

質
疑
応
答
で
は、

司
会
者
の
コ
メ
ン
ト
を
は
じ

め、

松
本
常
彦
氏
（
九
州
大
学）、

金
香
花
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院）

か
ら
発
言
が
あ
り、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た。

次
に、

村
山
麗
氏
（
上
智
大
学
大
学
院）

に
よ
り
「
芥
川
龍
之
介
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「
二
つ
の
手
紙」
「
影」

考
ー
神
経
症
を
め
ぐ
っ
て」

と
題
し
て
個

発
表
②
が
行
わ
れ
た。

村
山
氏
は、

芥
川
文
学
に
お
け
る
「
ド
ッ
ペ

ル
ゲ
ン
ガ
ー」

に
関
わ
る
諸
説
を
整
理
し、
「
二
つ
の
手
紙」

と

「
影」

二
作
品
が
持
つ
固
有
の
問
題
性
を
考
察
し
た。

登
場
人
物
を

「
神
経
症」

の
観
点
か
ら
分
析
し、
「
夫」

が
「
自
己
本
位
の
論
理
を

遂
行
す
る」

時、
「
都
合
の
い
い
記
号」

と
し
て、
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」

や
「
神
経
衰
弱」

な
ど
の
神
経
症
が
作
中
で
機
能
し
て
い
る
と
述
べ

た。

質
疑
応
答
で、

松
本
常
彦
氏
と
発
表
者
が
「
二
重
人
格」

と

「
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー」

に
つ
い
て
行
っ
た
意
見
交
換
は
印
象
的
で

あ
っ
た。

ま
た、

五
島
慶
一

氏
（
熊
本
県
立
大
学）

か
ら、

論
の
進

め
方、
「
論
争」

の
扱
い
方
な
ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た。

最
後
に、

司
会
者
か
ら
の
指
摘
も
交
え
な
が
ら
発
表
が
終
わ
っ
た。

有
意
義
な
質
疑
応
答
に
な
っ
た。
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